
・日 時 令和5年6月11日 (日)

9：30～12:00【受付 9:00～9:30】

・コース 下熊谷交流センター → 木次駅 →

南大東駅 → 下熊谷交流センター

・持ち物 帽子、飲み物、運動靴、雨が降りそ

うなときは折りたたみ傘等の雨具、

ポールがある方はお持ちください

・参加費 無料

＊木次駅から南大東駅までは列車で行きます

＊雨天中止(中止の場合は告知放送でお知らせします)

＊事前に申し込みが必要です

＊参加ご希望の方は、下熊谷交流センターまで

お申込みください (☎42-5351)

皆様お誘いあわせの上、多数ご参加ください

日 月 火 水 木 金 土

5/28 29 30 31 １ ２ ３

４ ５ ６ ７ ８
うんなん幸雲体操

(10:00/19:00)

９ 10

11
木次線応援ウォー

キング(9:30～)

12 13 14 15
うんなん幸雲体操

(10:00/19:00)

16 17

18
そば打ち道場
(10:00～)

19 20 21 22
うんなん幸雲体操

(10:00/19:00)

23
うたの会（10:00)

24

25 26 27 28 29 30
授業公開日
【木次小】

１

＊青字…ふれあい会の行事 ＊赤字…学校関係の行事

福 祉 基 金
善意に感謝申し上げます

大森 伸一さま（下４自治会）
藤原 潤 さま（下１自治会）

・日 時 令和5年6月18日 (日)

10：00～

※マスクを着用の上、9:50までには下熊谷

交流センターに集合してください

・場 所 下熊谷交流センター

・内 容 斐伊の畑で採れたそばの実を使って、

そば打ち体験を行います

・持ち物 エプロン、三角巾、マスク、飲み物

・参加費 300円

・定 員 20名

＊事前に申し込みが必要です

＊大人の方が対象です

＊参加ご希望の方は、下熊谷交流センターまで

お申込みください (☎42-5351)

下熊谷ふれあい会

公式アカウント

友だち登録お願いします

各種イベントの紹介や

地域の情報などを

お届けします

ＱＲコードを
読み取って
ください

そば打ち道場

木次線応援ウォーキング

春季交流
グラウンドゴルフ大会

5月21日（日）恒例の春季交流グラウンドゴルフ大会は好天気に恵まれ、下熊谷地区9自治会か

ら49人の参加のもと、盛大に開催することが出来ました。

参加者は子どもさんから高齢者まで幅広い年齢層で、皆さん楽しく和気あいあいの中での

多世代交流となりました。

競技前には、「くまたん体操」で日頃動かしていない身体の部分をストレッチしました。

競技では、ホールインワンで喜ぶ人や失敗しても笑顔の人など様々で、楽しくプレイする様

子が見られました。競技終了後には福引を行い当選者に景品をお渡ししました。

また、得点集計の時間を利用して防災環境部による消火訓練を行いました。訓練用水消火器

を使用して、防災環境部の皆さんの教えのもと、いざという時に素早く使えるよう訓練しまし

た。

成績は以下のとおりです。

優 勝 今川 大子さん(下３) ３９打

準優勝 長谷川五朗さん(下４) ４０打

第３位 田中 隆行さん(下３) ４１打

おめでとうございます！

約4km
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第○○○号 ○ ○ だ よ り ○○○○年○○月○○日



5月17日、雲南警察署において、下熊谷の子どもを事

件から守る会は、多年にわたる防犯活動により安全な

地域づくりに貢献したとして、雲南警察署長の感謝

状を受けられました。

おめでとうございます。
(感謝状は下熊谷交流センターロビーに掲示)

①令和５年度木次小学校入学式

令和5年4月11日(水)に木次小学校入学式が行われました。
今年の新入生は30名です。

とても元気な新入生さんで、名前を呼ばれると大きな声で返事をしていました。

ちなみに下熊谷の子どもたちは17名です。

昨年の3月21日(祝)に市営住宅で「なかにわコンサート＆防災～人と人との繋が

りをつくろう～」を開催しました。

その時に、住宅の皆様から応募した歌詞にアーティストの汰生喜さんが作曲して

くださった「続く歌」を今年の4月にCDでプレゼントしていただきました。

下熊谷の歌として住民の皆様にも日頃から親しんで欲しいと思います。

(ＣＤ等の問い合わせは下熊谷交流センターまで)

受賞おめでとう
ございます

木次小学校
①入学式
②サツマイモ＆

トマトの苗植え

下熊谷の歌
『続く歌』

続
く
歌

詞
・
歌

汰
生
喜

１
、
斐
伊
川
の

土
手
を

散
歩
し
て

願
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に

想
い
を

は
せ
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次
大
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を

渡
り
切
っ
た
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人
の
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く
も
り

た
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さ
ん

あ
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が
と
う

若
者
も
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寄
り
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お
互
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ま
の

気
持
ち

前
を
向
い
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下
熊
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け
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か
ら
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２
、
桜
並
木
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話
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令和5年3月31日をもちまして、下熊谷交

流センターを退職いたしました。

13年間の在籍中には温かい地域の皆さまに支

えられ、助けていただき、多くのことを学ば

せていただきました。

大変お世話になりありがとうございました。

下熊谷地域の今後益々のご発展と、皆さまのご

多幸をお祈りし、お礼のご挨拶とさせていた

だきます。

廣澤 真紀子

今年度より、下熊谷交流センター主事

になりました難波圭子と申します。

下熊谷には住んで10年になります。

明るく元気をモットーに、交流センターで皆様

をお待ちしております。

どうぞよろしくお願いいたします！

難波 圭子

職員変更のお知らせ

旧 新

②サツマイモ＆トマトの苗植え

地域の方が木次小学校の子どもたちと一緒に活動しました！

今年度はセンターの職員と地域の方(験馬道子さん、長谷川美重子
さん)で、5月9日(火)にサツマイモの苗植え＆トマトの苗植えに行き

ました。

サツマイモの苗植えでは、2年生が1年生に自分たちの経験を活かし

て教える姿が見られ、とても頼もしく感じました。

2年生だけでのトマトの苗植えでは、トマトの支柱を結び付けてい

くところがとても難しく、四苦八苦しながらも地域の方に教えてもら

いながら取り組んでいました。地域の方も「子供たちと一緒で楽しかっ

た。元気をもらった！」と感想を頂きました。

“お芋がたくさんできますように、トマトが真っ赤になりますように”

おおき
くな～

れ

”
5月23日（火）10時から今年度最初の集まりを

しました。

2月に開催した時より、3人の赤ちゃんたちは

素晴らしい成長(つかまり立ちやよちよち歩き等)

をしていました。

大人の顔を穴があくほどジーっと見る赤ちゃん。興味のあるものみ

んな触って、なめてみる赤ちゃん。楽しそうなものを見つけて飽きず

に遊ぶ赤ちゃん。赤ちゃんの一挙一動にびっくりしたり感動したりで

した。また、お母さんたちはアレルギーや保育所入所の話などで盛り

上がりました。

第2回目は来月開催することになりました。

第１回 くまっ子

ベビーの部屋

テレビ台の扉が

お気に入り♪
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